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 ３．論文題目 

中学生を対象とした骨量測定を取り入れた食育に関する研究 

 ４．審査結果の要旨 

論文提出による学位申請者 星野亜由美 から申請のあった学位論文について，兵庫教育

大学学位規則第１６条に基づき，下記のとおり審査を行った。 

 

論文審査日時：令和７年8月4日（月）14時10分～14時30分 

     場所：オンライン会議 

 

（１）学位論文の構成と概要 

本論文は，以下に示す全7章から構成されている。形式はII部構成とし，第I部（第2～4

章）では，骨量と食習慣・生活習慣の実態把握，第II部（第5～6章）では，骨量測定を取

り入れた食育授業の開発・実践・評価について論じた。 

 第１章 序論 

 第２章 出産後女性における骨量と食習慣・生活習慣との関連 

 第３章 学校給食の実施形態の異なる中学生における骨量と食習慣・生活習慣 

 第４章 学校給食非実施中学校における食習慣・生活習慣および骨量の学年比較 

 第５章 中学校における「骨と健康」に関する教科横断的な食育授業の開発と実践 

 第６章 「骨と健康」に関する教科横断的な食育授業の1年後の骨量と食習慣・生活習慣 

第７章 結論及び今後の課題 

 

概要は以下の通りである。 

第1章では，日本における健康課題や年齢およびライフステージによる骨量の変化, 栄

養素等摂取状況から，「骨と健康」に関する食育の必要性を考量するとともに，骨量測定 

 
 



を取り入れた食育を中学校の教科指導に取り入れることについて検討し, 本研究の目的やアプロ

ーチ, 論文の構成について整理した。骨量は, 成長期に著しく増大し, 20歳前後で最大となり, 

その後40歳代半ばまで維持される。この間, 特に女性では, 妊娠・出産・授乳を通じ, 一時的に

骨量が減少することが知られている。したがって, 骨量の急激な変化がみられる中学生および出

産後女性を対象に骨量と食習慣・生活習慣に関する現状を把握することで, 骨粗鬆症の一次予防

としての食教育の開発に向けた有益な知見を得ることができる。 

第Ⅰ部（第2章から第4章）では, 出産後女性や中学生の骨量と生活習慣の実態把握を扱った。

第2章では, 出産後女性を対象に骨量測定と生活習慣に関する質問紙調査, 食物摂取頻度調査を

実施した。出産後女性は骨量の回復期にあたる。したがって, この時期の生活習慣の実態や骨量

に関する生活要因を明らかにすることは, 中学生の骨量を高める生活要因を明らかにする一助に

なると考えられる。加えて, 対象者は学校教育課程での学びを終えた時期にもあたり, 義務教育

課程修了後のライフステージを見通した食育授業を開発する上での基礎的知見となりうる。①対

象者の骨量（stiffness index）を骨粗鬆症検診の判定基準により分類したところ「異常なし」は70.

9%, 「要指導」は18.2%, 「要精密検査」は10.9%であったこと, ②「異常なし」群に比べ「要指

導・要精密検査」群では, BMIとカルシウム摂取量が低く，骨折経験がある者の割合が高かったこ

と, ③「牛乳」「朝食における緑色の濃い野菜」の摂取頻度が高い者は低い者に比べ骨量が高か

ったことの3点を明らかにした。 

第3章では, 学校給食実施校2校，学校給食非実施校の1校の計3校に在籍する中学3年生を対象

に，骨量測定と質問紙調査を実施した。骨量の指標にはOSI（osteo sono-assessment index, 音響的

骨評価値）を用いた。①女子において標準にも関わらず自分の体型を過大評価している者が86.7%

いたこと, ②骨量高値群は低値群に比べ運動頻度が高い者が多かったこと, ③学校給食非実施校では学

校給食実施校に比べ, 骨量が低い者, 「牛乳」「緑色の濃い野菜」の摂取頻度が低い者が多いことが明ら

かになり, 特に学校給食非実施校で骨量や食習慣に課題がみられた。 

第4章では, 学校給食非実施校の中学１年生から3年生を対象に, 骨量測定（AOS-100）と質問紙調査を

実施した。学年が異なる生徒を対象としたことから, 骨量の指標には, OSIを同性・同年齢の平均値と比

較し標準化した値であるZスコア（%）を用いた。①Zスコアが90%未満の者の割合は3年生で多かったこと,

②3年生は1年生に比べ, 睡眠時間が短い者, 朝食や夕食が孤食の者,牛乳を「ほとんど飲まない」者が多

かったこと, ③骨量高値群は低値群に比べ運動頻度が高い者が多かったことから，3年生において骨量や

生活習慣の課題が見受けられた。 

第Ⅱ部（第5章, 第6章）では，骨量測定を取り入れた教科横断的な食育授業の開発・実践・評価につい

て扱った。第5章では，中学2年生を対象に，骨量測定を取り入れた保健体育，数学，家庭科による計4時

間の食育授業を実施し，ワークシート（WS）の分析により食育授業を評価した。①骨量（OSI）の平均値

は男子2.631，女子2.745であったこと，②概ね7割以上の者が健康に関心を持つこと，教科の理解を深め

ることができたこと，③対象者の記述から，生活習慣病を防ぐための生活習慣を多面的に理解し（保健），

データを箱ひげ図に表すことで骨を丈夫にするためのヒントを取得し（数学），カルシウムを多く含む食

品の特徴を理解した（家庭科）ことが示唆された。しかしながら,WSの記載は各授業の終末に行ったため,

 関心や知識・理解の定着の度合いを評価することは困難であり, 追跡調査が必要と考えられた。 

第6章では，食育授業の1年後に骨量測定と質問紙調査を実施し，追跡調査を行った。①骨量（OSI）の

平均値は1年間で増加傾向であったこと，②3年次では2年次に比べ運動部に所属する者の割合やカルシウ



ムを多く含む食品の摂取頻度が低下したこと，③「2度の骨量測定を通じ気づいたこと, 考えたこと」で

は測定結果への言及，骨量に関わる食習慣・生活習慣の推定，今後の生活の展望が記載されたことなど成

果と課題が明確になった。 

第7章では, 本研究のまとめとして各章で得られた知見を整理し, 以下を結論として示した。本研究で

は，出産後女性における骨格の健康の保持・増進のための適正体重の維持とカルシウムを多く含む食品の

摂取の重要性が明らかになった。また, 中学生における若年期に高い骨量を獲得するための運動習慣の重

要性と女子のやせ志向を明確にすることができ, 特に学校給食非実施校における骨量及び食習慣の課題

と食育支援の必要性を確認することができた。これらを踏まえ，骨量測定を取り入れた4時間構成の教科

横断的な食育授業を提案し，骨量測定は生徒の健康や生活習慣に対する関心を高める教材として適すると

ともに，生徒が自身の成長段階を自覚し，エビデンスに基づき生活習慣を考察し，今後の生活を展望する

ことに役立つことを明らかにできた。 

骨量は外観からは判別できず，骨粗鬆症の発症年齢は高く，自覚症状を持ちにくいため，予防意識を抱

きにくい。しかし，骨量は成長期に急増し20歳ごろに最大となるため，最大骨量を高める一次予防を実践

する上では，中学校における食育は重要である。本研究の成果として，骨量測定結果をエビデンスとして

取り入れ「骨と健康」に関する授業を展開することで，食育と教科指導の双方の目標の達成に寄与する授

業を提案することができた。これは，骨粗鬆症予防の一助となるだけでなく，学校教育活動全体を通じた

食育の推進にも寄与することが期待できる。 

 

（２）審査経過 

本論文の審査において，主として次の二点について，従前の研究成果を超えるすぐれた成果を収め

ていることが高く評価された。第一点は，外観から判別できない骨量に着目して，出産後女性と

中学生を対象に骨量と食・生活習慣の実態調査を行い，それらに基づき，中学校で骨量測定によ

り健康指標の可視化を取り入れ，骨量測定結果をエビデンスとして用いた食育を実践した点である。

第二点は，保健と家庭に数学を加えた教科横断的な食育授業を開発・実践し，「骨と健康」とい

う題材は，食育と教科指導の双方の目的を達成しながら取り組むことが可能であることを示した

点である。 

その一方で，食育授業は3教科に留まり，期間も3週間と短期的なものであったことから，学校

教育活動全体を通じた食育として発展させるためには，他教科等との関連や可能性及びカリキュ

ラムマネジメントの検討も課題となることが指摘された。 

このように本研究は，外観から判別しにくい骨量に着目して，骨量測定結果をエビデンスとし

て取り入れた「骨と健康」に関する教科横断的な食育授業の有用性を明らかにできた点に独創性

があり，今後の学校教育実践での発展的展開が認められ，教育実践学の構築に大きく貢献するも

のであると評価された。 

 

（３）審査結果 

以上により，本審査委員会は，星野亜由美の提出した学位論文が，博士（学校教育学）の学位

を授与するにふさわしい内容であるとして，全員一致で合格と判定した。 

 


